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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・法人納会のお知らせが来ています。
日時：平成19年12月29日（土）17：20～
場所：青南病院4階ユーティリティーホール
今年も恒例のビンゴゲームを行います。ビンゴカード一枚100円です。
希望者はお近くの担当幹事までお申し付け下さい。
※当日、出勤の職員は必ず参加して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・船場　幸子様～部分入れ歯が合わず、右上の歯茎に口内炎・疼痛の訴え聞かれてい

ます。主治医へ情報提供し、アフタゾロン軟膏4回／日（毎食後と

寝る前）処方となっています。現在、院内歯科受診中であり、抜歯

した際に、疼痛時服用との事でヨウフェナック処方となっていまし

た。目的が違い処方されている為、主治医へ確認しています。疼痛

があった場合は、服用して良いと指示受けています。引き続き、食

事摂取状況や疼痛の有無、観察・確認を行っていきましょう。

現在、入れ歯を装着したまま休まれている事があるので、寝る前に

外して休む様、本人へ伝えていきましょう。

※次回の歯科受診する際、上記を診察につくスタッフへ情報提供して下さい。

・十日市　利喜様～排便コントロール目的の為、シンラック液1本　処方となっています。排泄状況の観察・確認を行い、腹部マッサージ・水分摂取促していきましょう。

・三上　勇様～臀部の吹き出物、確認しています。今週の皮膚科診察にて、診て頂いて下さい。以前にも、同状態になった事もある為、臀部を清潔にする様本人へ伝えていきましょう。

・島浦　美千男様～本日、御家族様（母）の面会がありました。今後についての相談をしたいとお話があり、12/18（火）午前中に弟様が来院予定です。

下平ＰＳＷへは、連絡済みです。

・佐々木　康子様～12/6から臨時処方されていた

セパゾン（2）2T（1-0-0-1）2×/6T　　

タスモリン（1）1T1×昼/6T　

が、明日の朝から定期薬となります。

　　　　　　　　　病棟日課・プログラムの取り組み状況・不安感やソワソワ感の有無など観察・確認を行っていきましょう。

＜服薬自己管理状況、評価改善案＞

・板橋　雅勝様～朝食後薬を服用する際に、夕食後薬を持って来られる事がありました。服薬自己管理を始めてから半年経ちましたが、今後も忘薬・誤薬ない様に内服時、確認を徹底していきましょう。

・佐々木　康子様～就床前薬内服時、すでに自室で眠られており声掛けにて服用されている事多く見られています。本人より「夕食後の薬飲んだら眠い」と睡意訴え聞かれていますが、「ナイトプログラム終わった後、ベッドに横にならずホールにいるようにする」と自ら決めています。セットミス・忘薬・誤薬ない様に確認を徹底していきましょう。

・山火　るい子様～以前本人から服薬自己管理について「やってみたい」と話される事がありました。服薬モジュールで評価しましたが、妄想に左右された発言が聞かれた為、スタッフ管理とし経過観察していました。本人の「やってみたい」という思いを尊重し1日分ずつから行っても良いのではないかという意見がありました。担当スタッフは、再度服薬モジュールを行い、検討お願いします。

＜患者様ケア状況＞

・佐々木　康子様～現在、金銭管理は本人持ちとしています。初めての買い物終了後スタッフと共に金銭管理の確認を行うと、100円玉や10円玉硬貨がなかなか掴めず金銭を数えるのに時間要しています。理由を尋ねると「分からない。今まで何もしてなかった」と話されています。ゆっくり店内を回りたいとの事で、日曜日にスタッフ付き添いにて買い物へ行かれています。その際は、買い物時の様子や小遣い帳記入はスムーズに行う事出来ていましたが、月曜日に買い物へ行かれ帰院後、小遣い記入について「わからない」とスタッフへ聞いて来る事がありました。今後も買い物状況、帰院後に行う金銭管理のチェックについて（小遣い帳の記載方法や金銭の数え方）観察・確認し、カルテへの記載をしていきましょう。
＜ＳＳＴ担当スタッフより＞

ＳＳＴに関しての勉強会を実施するに辺り、どのような対象に、どのような形式でおこなえば、現場スタッフのお役に立てるのかを知りたいと思いスタッフの皆様へアンケートをお願いします。下記のアンケートを参考にし、今後ＳＳＴ勉強会を実施する予定なので、勉強会へ参加したいスタッフは担当の工藤Ns・木村Cwまでお願いします。

＜SST勉強会に関するアンケート＞

1．あなたがこれから、SSTの研修会や勉強会に出るとしたら、参加したいと思うのはどれですか？(複数回答可)

①SSTはなぜ必要なの？(機能障害・生活障害・社会障害など精神障害のお話し)

②SSTはなんのためにやるの？(精神科リハビリテーションとSSTについて)

③SSTってどうやってやるの？(基本訓練モデルをみる・参加する・実践する)

④SSTとその他の治療について知りたい！
(注意焦点づけ訓練・問題解決技能訓練・モジュールなどについて学ぶ)

⑤リーダー、コ・リーダーの工夫（当事者の訴えを適切な課題に変えて現実的な行動練習をしていくための工夫・手順）

2．上記内容でおこなう場合、一緒に勉強したいと思うグループの大きさは？
①SSTサポートスタッフのみ(各病棟2～3名)

②病棟単位

③看護グループ全体

④初心者・中途入職者のみ

⑤リーダー、コ・リーダー経験者のみ

⑥その他(具体的に教えてください)

3．その場合の研修について、どのような形式を希望しますか？

①座談会(工夫や失敗談などからヒントを得る)形式

②知識伝達(講義)形式

③事例(現場の事例報告・検討)形式　　　

④その他（できれば具体的に教えてください）　

※②③はもちろんロールプレイも込みです。









